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○ 議題 

 

 

  2026  アジア競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョン（案）について     【資料 1 】 

 

 

 

○ 報告事項 

 

 

 一般財団法人愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会の設立について   

【資料 2 】 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

    

 

 年 月 

  名古屋市 

2026アジア競技⼤会 

ＮＡＧＯＹＡビジョン 

（原案） 

～アジアとともに輝く未来へ～ 

【資料１】
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名古屋市長 河村たかし 

 

 

アジア競技大会は、アジア版のオリンピックとも言われ、オリンピックに次ぐ

参加選手数を誇る権威あるスポーツ大会です。 

リニア中央新幹線の開業を控え、またグローバル化が進む中、国際的な都市間

競争を勝ち抜くためには、名古屋らしい魅力を創出し、国内外に発信するととも

に、おもてなしを充実することや、国内外の交流によるにぎわいづくりを進める

ことが必要となっています。国際的なスポーツイベントについても、都市の競争

力・ブランド力の向上に資する重要な要素であると考えており、アジア競技大会

を開催することは、愛知・名古屋の都市魅力の向上につながると確信していま

す。 

当地域では、2016 年 3 月の「マラソンフェスティバル ナゴヤ・愛知 2016」

に続き、2016 年 6 月には「第 100 回日本陸上競技選手権大会」が開催され、さ

らに 2017 年 4 月には「第 93 回日本選手権水泳競技大会」の開催が予定される

など、昨今、愛知・名古屋地域のスポーツイベントへの注目が高まっておりま

す。 

また、世界のトップアスリートによる熱戦は名古屋市民、愛知県民のスポーツ

への関心を高めるとともに、選手・指導者の資質向上につながり、地域のスポー

ツの振興にも寄与します。アジア競技大会の開催をきっかけに、当地域にスポー

ツをみんなで楽しむという風土をつくり、愛知・名古屋を日本で最もスポーツが

盛んな地域にしてまいります。 

愛知・名古屋はこれまで「愛・地球博」、「生物多様性条約第 10 回締約国会

議（COP10）」、「持続可能な開発のための教育（ESD）に関するユネスコ世界

会議」といった世界的なイベントや国際会議を開催してまいりました。こうした

経験や知識を生かしてアジア競技大会を成功に導き、選手・大会関係者等との交

流を通じてアジア地域とより強い結びつきを築いてまいります。河村たかし 
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１ 2026アジア競技大会ＮＡＧＯＹＡビジョンとは 

１┃ビジョンの意義 

令和 8 （2026  ）年に本市及び愛知県において開催される第20 回アジア競技⼤会

は、本市が今まで経験したことのない規模の国際総合スポーツ⼤会です。 

期間中には、過去⼤会の実績から、選⼿、監督、コーチなどといった⼤会関係

者約 1.5  万⼈、観客約 150  万⼈がこの地域を来訪すると⾒込まれており、本市で

は、アジア競技⼤会を⼀過性のスポーツイベントで終わらせるのではなく、⼤会

の開催効果をスポーツの振興をはじめ、交流⼈⼝の拡⼤、国際交流の促進、共⽣

社会の実現、国際競争⼒の強化など、様々な分野につなげていくことが必要と考

えています。 

本ビジョンは、⼤会終了後の2030年頃を⾒据え、⼤会の開催を契機として本市

がめざす姿を明らかにするために策定しました。 

２┃ビジョンの位置づけ 

本市のまちづくりの⼤きな⽅向性を⽰す、最上位の計画である「名古屋市総合

計画（※）」においては、令和 8 （2026  ）年の第20 回アジア競技⼤会の開催と令和

9 （2027  ）年のリニア中央新幹線の開業を重要な柱と位置づけ、 期的展望に 

った上で、本市のめざす都市像を描くとともに、その都市像の実現に向けて取り

組む施策を明⽰し、市政を総合的かつ計画的に運営していくこととしています。 

本ビジョンは、第20 回アジア競技⼤会の成功とその先を⾒据え、⼤会を契機と

して本市がめざすまちの姿を明らかにするものとして、名古屋市総合計画と整合

をはかりながら⼀体的に検討を進めるとともに、各局室の関係分野にかかる個別

計画との整合を考慮して策定したものです。また、愛知県が策定した「アジア競

技⼤会を活⽤した地域活性化ビジョン」とも連携をはかっています。 

なお、めざすまちの姿や取り組みについては、今後進捗状況を把握し、必要に

応じて⾒直しを⾏います。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（※）名古屋市総合計画：現在策定中の次期総合計画を指す。以下文中同じ。 

2026  アジア競技⼤会 
ＮＡＧＯＹＡビジョン 

各局室の個別計画 

名古屋市基本構想

名古屋市総合計画

【愛知県】 
 

活 用 し た 
 

第20 回アジア競技⼤会 

アジア競技大会を契機としてめざす 
まちの姿を明らかにするもの 

整合 連携 

 開催 整
合
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３┃持続可能な開発⽬標（ＳＤＧｓ）との関係 

国際連合では、第70 回国連総会で採択された「持続可能な開発のための2030  ア

ジェンダ」において、ＳＤＧｓの17 の⽬標それぞれの達成に向けた課題に取り組

む潜在的能⼒を備えた重要かつ強⼒なツールとして、スポーツがその役割を果た

すことを期待し、以下のように記載しています。 

スポーツもまた、持続可能な開発における重要な鍵となるものである。我々は、

スポーツが寛容性と尊厳を促進することによる、開発及び平和への寄与、また、

健康、教育、社会包摂的目標への貢献と同様、女性や若者、個人やコミュニティ

の能力強化に寄与することを認識する。 

   国内においても、スポーツ庁が平成30 年 9 ⽉に策定した ｢ スポーツ国際戦略 ｣ 

では、スポーツを通じて国際連合がＳＤＧｓに掲げる社会課題の解決に対して最

⼤限の貢献をしていくことを⽬指すことを⽬標としています。 

加えて、スポーツを通じた社会づくりというコンセプトのもと、 

◇スポーツは⼈種、⾔語、宗教等を越えて参画でき国境を越え⼈々の絆を育む 

◇スポーツは平和と開発に貢献し困難に直⾯した⼈の⽣きがいとなり、スポー

ツを 段とした持続可能や経済成 ・雇 ・地域振興にも貢献しうる 

◇スポーツは他者への敬意や規範意識を⾼め公正な⼈格形成に寄与する 

といったスポーツの重要な特徴である⼈を巻込む⼒によって、「多様性を尊重す

る社会」「持続可能で逆境に強い社会」「クリーンでフェアな社会」の達成に、

スポーツの国際展開により貢献することが、「スポーツ国際戦略」のビジョンと

して⽰されています。 

こうしたスポーツを取り巻く国際的な潮流に鑑み、第20 回アジア競技⼤会を契

機としてめざすまちの姿を明らかにする本ビジョンにおいても、ＳＤＧｓの理念

「誰⼀⼈取り残さない」を踏まえて策定しました。 

    

 

 ＳＤＧｓとは、「持続可

能な開発のための2030  アジ

ェンダ」で記載された2016  

年から2030  年までの国際⽬

標です。持続可能な世界を

実現するための17 の⽬標・

169  の達成基準から構成さ

れています。 

 

SDGs とは 
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２   アジア競技大会を契機としてめざすまちの姿 
  

  

!Ｐ５ 

!Ｐ９ 

リニア開業により更に拠点性の向上が期

待される広域的ネットワークの中心 

P.5 

P.9 
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  （ＮＡＧＯＹＡビジョン）              

!Ｐ１３ 

!Ｐ１７ 

世界レベルの産業技術の集積

による強い経済力 

便利で快適な住み

やすいまち

P.15

P.19
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スポーツにより、市民が健康に暮らし、地域の活動が盛

んになることで、活力ある都市になっている 

 

 

 

 

 

アジア競技⼤会を契機として、躍動するアスリートの姿を観ることでスポーツへ

の関⼼がより⾼まり、⼤会で実施されるアジア特有の競技を含む多種多様なスポー

ツを知ることでスポーツは競技だけではなく、散歩やダンス、健康体操、サイクリ

ングなど⽂化としての⾝体活動を意味する幅広い概念であり、⼀部の⼈のものでは

ない「みんなのもの」という意識が浸透し、スポーツを⽇常⽣活の中に位置付ける

ことができるようになっています。 

このように、スポーツは年齢や性別、障害の有無、国籍などに関わらず誰もが参

画できるものであり、全ての⼈がその適性や関⼼に応じて、⽇常的・⾃発的に⾝体

活動を含むスポーツを楽しみながら継続して親しむことで、⼦どもの健やかな⼼⾝

を育むとともに、 活習慣病の予防・改善や介護予防に繋がり、市 の  の健康

増進や きがいに満ちた き を実現し、健康 寿が実現したまちとなります。 

また、スポーツ⼤会やトップアスリートとの交流、各種イベントの実施、さらに

は、ボランティアをはじめとする市 活動への参加意欲の まりによる市 の社会

貢献が定着することで、地域の⼀体感が⾼まり、活性化され活⼒に満ちたまちが実

現しています。 

取り組みの⽅向性  

  ・・・・・・・・・・・・・・ ・・8 

 

 

 

 

 

 

  

まちの姿１ 

健康・地域活⼒ 

１ アクティブライフの推進、健康増進 

２ ⼦どものスポーツの充実 

３ 地域活性化、市⺠活動の促進 

FUN＋WALK PROJECT 

どうせ歩くなら「楽しく歩きまし
ょう」。スポーツ庁では、働き盛り

の⼈に“歩きやすい服装”で通勤・勤
務するプロジェクトに取り組んでい

ます。また、楽しく歩くきっかけづ
くりとなる「アプリ」（歩数に応じ

たゲーム機能やクーポン獲得）も提
供しています。 

毎⽇の通勤を少し⼯夫することで、⼀⽇の滑り出しがスムースになり、ついつい歩いてしまうこと
もあるかもしれません。この「ついつい」が⼤切なのです。「気持ちがよく気がつけば歩いていた」

となれば、その習慣はきっと⻑続きするでしょう。 
スポーツ庁では、働き盛りの⽅のスポーツ参画⼈⼝拡⼤を通じて国⺠の健康増進を図る官⺠連携プ

ロジェクト「ＦＵＮ＋ＷＡＬＫ ＰＲＯＪＥＣＴ」を推進しています。歩くことをもっと楽しく、楽
しいことをもっと健康的なものに変えていく本プロジェクトにおいて、スポーツ参画⼈⼝の拡⼤を通

じて国⺠の健康増進を⽬指しています。 
（引⽤ スポーツ庁Web広報マガジン「DEPORTARE」 数字でみる たった「10」分プラスで病気が防げる ）

歩くことを「もっと楽しく」に変えていくプロジェクト 

FUN＋WALK PROJECT 
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取り組みの⽅向性  
  

 

⼤会の開催により、市⺠にとってスポーツが⾝近なものであるという意識が浸

透し、誰もが⽣涯にわたって気軽に楽しく⾝体活動を含むスポーツに親しみ、活

動的で充実した⽣活を送ることができる⼟壌を創出することで、より多くの市⺠

の習慣的な⾝体活動を促進し、⽣活習慣病の予防・改善や介護予防を通じた健康

寿命の延伸をはかります。 

  ○主な取り組み 

  スポーツ実施機会の提供【教育委員会】 

   より多くの⽅に運動・スポーツに親しみ、楽しみ、⽀える

機会を提供するため、本市で活動しているトップスポーツチ

ームなどの関係団体と連携協働し、スポーティブ・ライフ⽉

間、市 スポーツ祭等の 会・イベントを実施するとともに、

将来のスポーツの担い⼿であるアスリートへの⽀援を実施し

ます。 

  障害者スポーツセンターの運営【健康福祉局】 

   障害者の社会参加の促進のため、本市における障害者スポ

ーツの拠点として、スポーツ参加の機会と、健康づくりから

競技⽔準の向上まで幅広いニーズに対応できる質の⾼いサー

ビスを提供します。 

  健康増進事業及び受動喫煙対策の推進【健康福祉局】 

   市 の健康寿命の延伸及び 活の質の向上をはかるため、

栄養・⾷⽣活、⾝体活動・運動などに関する⽀援、普及啓発

などの健康増進事業を総合的に推進するほか、受動喫煙を防

⽌するための対策を推進します。 

 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

施策 3  ⽣涯にわたる⼼⾝両⾯の健康づくりを⽀援します 

施策10  ⽣涯にわたる学びやスポーツを通した⽣きがいづくりを⽀援します 

施策27 歩⾏者や⾃転⾞にとって安全で快適な道路環境を確保します 

⾞いすテニスの練習⾵景

スポーティブライフｉｎ瑞穂

１ アクティブライフの推進、健康増進 

「健康ミニナルＢｏｏｋ」と
喫煙時の配慮義務ポスター 
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   ⼤会を通じて、トップアスリートたちが不断の努⼒を重ね、活躍する姿を間近

に⾒ることで、⼦どもたちがスポーツの素晴らしさを感じ、スポーツへの関⼼を

⾼めるとともに、⼤会で⾏われる多様な競技を知ることでスポーツが⾝近で楽し

いものであるという意識が浸透します。 

   そうした経験を通じて、⼦どもが⾝体活動を含むスポーツを楽しむことで⼼⾝

ともに健全に発達・成⻑し、⽣涯にわたって健康で充実した⽣活を送ることがで

きるよう、運動習慣の確⽴をはかるとともに、学校での体育活動や地域における

運動機会の充実に取り組みます。 

   ○主な取り組み 

  小学校部活動のあり方検討（部活動の振興（小学校））【教育委員会】 

   児童のスポーツへの関⼼を⾼めるとともに、豊かな⼼と健

やかな体の育成に向けて、部活動の充実と活性化をはかるた

め、部活動顧問・外部指導者の派遣を実施するとともに、教

員が指導しない⼩学⽣の放課後における運動・⽂化活動の新

たな仕組みを構築します。 

  元気いっぱいなごやっ子の育成事業【教育委員会】 

   ⽣涯にわたる豊かなスポーツライフの実現や体⼒・運動能

⼒の向上に向けた取り組み、学校給⾷を通じて⾷⽣活に必要

な知識と判断能⼒を育むことなどを通して、運動習慣や早寝

早起き・朝⾷の摂取などの望ましい⽣活習慣を形成します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

 

 

  

施策14 
⼦どもの個性を⼤切にし、幅広い学⼒と豊かな⼼、健やかな体を育み

ます 

元気に遊ぶなごやっ⼦

日本で一番子どもを応援！ 

本市では、⼦どもは⽣まれながらにして⼀⼈ひとりがかけがえのない存在

であるという認識のもと、⼦どもの権利を保障するとともに、さまざまな悩

みや⼼配を抱える⼦どもや親を総合的に⽀援するため、⼦どもの⽬前の進路

にとどまらず将来の針路を応援し、⼦ども⾃⾝が⾃分で職業だけでなく⽣涯

を通じたライフプランを描けるよう発達段階に応じた⽀援などに取り組むな

ど、⼦どもの尊厳を守り、⼦どもが健やかに成⻑できる社会の実現に向けて

取り組んでいます。 

２ ⼦どものスポーツの充実 

放課後の部活動
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   ⼤会を契機として、スポーツを地域の魅⼒やまちづくりの核とすることで地域

の活性化をはかるため、東京2020  オリンピック・パラリンピックホストタウン

の取り組みや本市を拠点とするトップ・スポーツチームとの連携を通じて、トッ

プアスリートと市⺠との交流を促進します。 

   また、アジア競技⼤会をはじめとした⼤規模競技⼤会におけるスポーツ ･ ボラ

ンティアなどスポーツを⽀える機会への参加を通じて、市⺠活動への関⼼を⾼め、

⾝近な地域活動に主体的に関わる機運を醸成します。 

 

  ○主な取り組み 

  東京オリンピック・パラリンピックホストタウン推進事業【観光文化交流局】 

   スポーツを活かした名古屋の魅⼒を創出・発信するととも

に、世界レベルのアスリートと市 との交流をはかりスポー

ツに親しみ、楽しむ機会を提供するため、東京20 20 オリンピ

ック・パラリンピック競技⼤会におけるホストタウンとして、

相⼿国であるカナダ、フランス、ウズベキスタンとの交流事

業を産学官 が連携して実施します。 

  地域コミュニティ活性化の推進【市民経済局】 

   地域コミュニティの活性化をはかるため、地域団体等への

参加を促進するほか、コミュニティサポーターの派遣、⼤学

等との連携強化や若い世代の地域活動への参加など地域活動

に対する⽀援を実施します。 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

まちの姿の実現に向けた成果指標 

成果指標 現状値
⽬標値

（2030年度）

健康寿命 
男性 79.39歳

⼥性 83.70歳

平均寿命の伸
びを上回るよ
う延伸

運動をすることが好きな⼦どもの割合 
⼩   64.1% 

中   54.2%

⼩   68% 

中   58%

 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 

施策44 地域主体のまちづくりを進めます 

地域団体交流

カナダ⾞いすバスケットボール
⼥⼦代表事前キャンプ 

３ 地域活性化、市⺠活動の促進 
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スポーツにより、都市のブランドが確立するとともに、

名古屋の魅力が国内外に発信されることで、にぎわいあ

ふれ市民が誇りをもてる都市になっている 

 

 

 

 

 

 

アジア競技⼤会の開催を契機に、継続的な⼤規模スポーツ⼤会の誘致やトップア

スリートの輩出につながり、スポーツが新たな都市ブランドのひとつとして国内外

から認識され、市 が世界的なスポーツイベントを 近に体験することで、名古屋

に対する市 の誇りと愛着が いまちとなっています。 

また、アジア競技⼤会の開催を契機に、スポーツにとどまらず、歴史・⽂化など

の名古屋の魅⼒が国内外に発信されることにより、本市への来訪を⽬的とした旅⾏

者が増加し、にぎわいにあふれるとともに、⼤会を契機としてホスピタリティが向

上し、本市を訪れる⼈を受け⼊れる環境が整った来訪者へのおもてなしが充実した

まちが実現しています。 

取り組みの⽅向性  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽇本のど真ん中、真夏の名古屋を舞台に繰り広げる⽇本最⼤級

の踊りの祭典にして、国内外から集結する約200チーム23,000⼈

が地域⾊豊かな踊りを披露する、誰でも参加できる市⺠参加型の

新しいスタイルのお祭りです。 

3 ⽇間の来場者数は約200  万⼈の観客動員を数え、名古屋の街

は華やかなお祭り⼀⾊になります。それぞれのチームが情緒ある

地域⽂化をリズミカルにアレンジした⾳楽にのせて、華やかな⾐

装や⽬を⾒張るほどの演出を繰り広げます。 

「観客動員ゼロ＝全員参加型」の祭りをコンセプトに掲げるどまつり。中でも参加者も観客も⼀緒

に踊りが楽しめる、どまつり名物「総踊り」では、2010  年にギネス世界記録  "世界⼀の総踊り"と

して認定されました。 

１ スポーツを活かした魅⼒の創出・発信 

２ ⼤規模競技⼤会・イベントの誘致・開催 

３ アスリートへの⽀援 

４ 名古屋が有する魅⼒資源の発掘・向上・発信 

５ インバウンドの促進、受⼊環境の整備 

にっぽんど真ん中まつり～名古屋の夏の風物詩～ 

まちの姿２ 

魅⼒・誇り 
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取り組みの⽅向性  

 

⼤会の開催成功が、市⺠にとっての誇りの⼀つとなるとともに、これまで積み

上げてきた名古屋のブランド⼒に加え「スポーツ」が本市のイメージを構成する

新しい魅⼒の⼀つとなり、市内に拠点を置くプロスポーツチームが多く存在する

など本市が有するスポーツコンテンツを活⽤したスポーツプロモーションやスポ

ーツツーリズムを促進することで、本市の魅⼒の創出・発信につなげます。 

 

  ○主な取り組み 

  スポーツを活かした魅力の創出・発信【観光文化交流局】 

   スポーツを通じて都市魅⼒を向上させるため、スポーツツ

ーリズムを推進するとともに、パブリックビューイングの開

催⽀援など、スポーツを活⽤した市中⼼部でのにぎわいづく

りを推進します。 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

 

 

 

⼤会の開催に向けて、多くの市⺠や⺠間事業者などが幅広く参加できる多様な

取り組みを通じて、名古屋のまち全体で⼀体となって機運を醸成し、⼤会の成功

に寄与します。 

また、アジア競技⼤会を開催する本市をスポーツコンベンションの場として位

置付けて、国内外にプロモーションし、⼤規模競技⼤会・イベントの誘致・開催

を⾏うことで都市ブランドの向上や都市活⼒の活性化につなげます。 

 

  

パブリックビューイング

２ ⼤規模競技⼤会・イベントの誘致・開催 

１ スポーツを活かした魅⼒の創出・発信 

施策37 
歴史・ 化芸術に根差した魅 向上をはかるとともに、市 による魅

⼒発信を促進します 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 
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  ○主な取り組み 

  国際競技大会等の誘致・開催【教育委員会】 

   スポーツを通じて国内外に名古屋の都市魅⼒を発信してい

くとともに、世界レベルのアスリートと市 との交流をはか

りスポーツに親しみ・楽しむ機会を提供するため、関係団体

と連携協働し、世界規模のマラソンフェスティバルを開催す

るとともに、国際競技⼤会等の誘致を推進します。 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

 

 

 

 

⼤会コンセプトの⼀つである「アスリートファーストの視点」をもち、アスリ

ートを⽀える環境を整えるとともに、アジア競技⼤会をはじめとする国際⼤会で

活躍する地元出⾝の選⼿の養成に向けて、将来トップアスリートとなり得るジュ

ニア選⼿への⽀援を関係団体と協⼒しながら⾏います。 

 

  ○主な取り組み 

  あいちトップアスリートアカデミー（スポーツ実施機会の提供）【教育委員会】 

   アジア競技⼤会の盛り上げを図るとともに、スポーツを活かしたまちの魅⼒と活⼒の向

上に寄与する事業として、第20 回アジア競技⼤会をはじめとする国際競技⼤会で活躍でき

る地元選⼿の発掘及び育成を推進します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

  

施策10 ⽣涯にわたる学びやスポーツを通した⽣きがいづくりを⽀援します 

マラソンフェスティバル
ナゴヤ・愛知

３ アスリートへの⽀援 

施策38 観光の振興・ＭＩＣＥの推進と情報発信により交流を促進します 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 
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スポーツだけでなく、⽂化の祭典でもあるアジア競技⼤会において、本市を訪

れる⼈が、スポーツにとどまらず、歴史・⽂化・芸術・エンターテインメントな

ど国内外に誇る魅⼒を体感できるよう、本市が有する魅⼒資源の磨き上げや掘り

起こしを進めるとともに、戦略的な観光プロモーションを推進し、本市の魅⼒を

世界に向けて発信します。 

 

  ○主な取り組み 

  名古屋城の魅力向上（名古屋城の整備・名古屋城の魅力向上事業） 

【観光文化交流局】 

   名古屋城の魅⼒を向上させるため、戦災により焼失した天

守閣を史実に忠実に⽊造復元するほか、⽯垣や⼆之丸庭園の

保存整備等を実施するとともに、 間事業者のノウハウを活

⽤した多彩なイベントの開催などを実施します。 

 

  堀川の再生【緑政土木局】 

   名古屋城築城とともに開削された堀川では、都⼼の貴重な

 辺空間として、市 団体との協働による 質浄化の取り組

みなどにより、良好な⽔辺環境の形成を図るとともに、オー

プンカフェやイベントを実施するなど、⽔辺空間の利活⽤に

よるさらなる魅⼒づくりを推進します。 

  名古屋フィルハーモニー交響楽団の活動支援【観光文化交流局】 
   名古屋フィルハーモニー交響楽団の認知度向上をはかると

ともに、 層市 に親しまれ、誇れるオーケストラとなるこ

とを⽬指し、演奏活動を⽀援します。 

 

 

  コスプレホストタウン等の推進【観光文化交流局】 

   コスプレホストタウンＰＲ隊などによる市 への啓発、受

⼊機運醸成を図るとともに、コスプレ・アニメの情報を集

約・提供を⾏うコスプレコンシェルジュの運営などを通じて

誰もがコスプレを楽しめるまちを推進します。 

 

 

 

世界コスプレサミット

４ 名古屋が有する魅⼒資源の発掘・向上・発信 

名古屋城

屋形船による堀川クルーズ

名古屋フィルハーモニー交響楽団
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  東山動植物園の再生【緑政土木局】 

   名古屋のデスティネーションとして世界に誇れる東⼭動植

物園をめざすため、展⽰、環境教育、種の保存、調査研究を

強化推進します。 

 

 

 

  シビックプライド醸成に向けたプロモーションの推進【観光文化交流局】 

   低迷する市 推奨度を向上させるため、名古屋駅周辺や名

古屋城・⽂化のみちなど本市の魅⼒資源が集積するエリアを

題材とした、誇りや愛着につながる情報を市 に効果的に発

信するプロモーションを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策  

 

施策35 港・⽔辺の魅⼒向上をはかります 

施策36 魅⼒的な都市景観の形成を進めます 

施策37 
歴史・⽂化に根ざした魅 向上をはかるとともに、市 による魅 発

信を促進します 

施策38 観光の振興・ＭＩＣＥの推進と情報発信により交流を促進します 

イケメンゴリラ「シャバーニ」

「なごやめし」は、名古屋及び近郊で広く受け⼊れられ、愛されてきたこの地域独特のメニュー

です。バリエーション豊かな点が⼤きな特徴で、代表的なメニューとして「味噌煮込みうどん」、

「ひつまぶし」、「味噌カツ」、「⼿⽻先」、「きしめん」、「あんかけスパ」、「ういろう（うい

ろ）」などがあります。特に、⼤⾖と塩だけを原料とする⾖味噌を使った、旨みの濃い料理が多いこ

とが特徴です。 

「なごやめし」という⾔葉は、平成12 （2000  ）年に名古屋の飲⾷店企業が東京に進出した際、名

古屋の郷⼟料理を取材しに来た東京のマスコミと飲⾷店企業のやりとりのなかで⽣まれました。 

平成17 （2005  ）年に開催された愛・地球博を契機として全国的に認知度が⾼まったことなどを受

け、平成27 （2015  ）年、「なごやめし普及促進協議会」を設⽴し、「なごやめし」のＰＲ及びその

魅⼒を活⽤した国内外からの観光客の誘致に積極的に取り組んでいます。 

 

 

 

なごやめし～名古屋のソウルフード～ 

名古屋駅周辺ビル群と名古屋城
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戦略的なシティプロモーションを推進し、国内のみならず世界中から本市を⽬

的地（デスティネーション）として選んでもらうとともに、本市をゲートウェイ

として⽇本各地を訪れてもらえるよう、インバウンドの促進に取り組み、交流⼈

⼝の増加をはかります。 

また、国内外から訪れたすべての⼈がストレスなく、快適に滞在し、観光を満

喫できるよう、ハード・ソフト両⾯から受⼊環境の整備を進めます。 

  ○主な取り組み 

  インバウンドの促進（海外からの観光客誘致の推進，ラグジュアリーホテルの 

立地促進，ナイトタイムエコノミーの推進）【観光文化交流局】 

   海外からの観光客の誘致を促進するため、名古屋の観光魅

⼒を活かしたプロモーション事業を実施するとともに、他⾃

治体等と連携した広域観光を推進します。 

   あわせて、⼤規模な国際会議等のＭＩＣＥ及び富裕層旅⾏

者の誘致につなげるため、質の⾼い宿泊施設の⽴地促進施策

や、主に訪⽇外国⼈旅⾏者を対象とした夜間の観光消費額拡

⼤のため、ナイトタイムエコノミーの推進に取り組みます。 

  中部国際空港の機能強化及び利用促進【総務局】 

   国際的・広域的機能を強化するため、中部国際空港の完全

24時間化の実現やLCC就航の増加を⾒据え、⼆本⽬滑⾛路を

はじめとする空港の機能強化を推進します。あわせて、関係

団体とともに空港の利⽤促進や航空会社へのエアポートセー

ルスなど、航空路線の拡充に向けた取り組みを実施します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

まちの姿の実現に向けた成果指標 

成果指標 現状値
⽬標値

（2030年度）

アジア競技⼤会の認知度 31.8% 100% 

外国⼈宿泊者数 165万⼈ 520万⼈ 

 

施策33 世界に誇れる都市としてふさわしい都⼼機能・交流機能を⾼めます 

施策38 観光の振興・ＭＩＣＥの推進と情報発信により交流を促進します 

５ インバウンドの促進、受⼊環境の整備 

オアシス 21

中部国際空港
（中部国際空港株式会社提供）
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大会で、アジアをはじめとした諸外国や多様な人々との

交流や理解が深まることで、豊かな国際感覚を備え、多

様性に理解を示す市民が増えるとともに、国際社会で活

躍する人材が育ち・集う、開かれた都市になっている 

 

 

 

 

 

 

 

アジア競技⼤会を契機に、スポーツや⽂化など幅広い分野で国際交流や国際貢献

を推進することにより、過去にアジア競技⼤会を開催した都市などアジアをはじめ

とする諸外国との都市間ネットワークが強くなっています。 

将来を担う若者たちが、諸外国の⼈との出会いや交流を通じて、国際感覚と世界

に挑戦する意欲を め、国際社会に貢献できるグローバル 材として成 していま

す。また、グローバル社会の中で夢をもって⼈⽣をたくましく⽣きる⼦どもが育成

されるとともに、世界で活躍する⼈材が国内外から集うまちとなっています。 

さらに、年齢、性別、障害の有無、国籍、宗教、⽂化的差異などを超えた多様な

交流により、市 の豊かな国際感覚が養われ、多様性への理解が深まり、互いに 

えあうことによって、全ての市 が暮らしやすい共 社会が実現しています。 

取り組みの⽅向性  

・・ ・・8 

 

 

 

 

  
アジアとの交流 

 本市では、アジアをはじめとする外国諸都市との交流を促進するため、分野を特定した都市間の連

携を⾏う新たな都市間提携（パートナー都市連携）を推進しています。 

【パートナー都市連携指針より】 

＜⽬的＞ 

○アジアをはじめとする外国諸都市と分野を特定した都市間の連携

を⾏います。 

＜内容＞ 

○包括的な交流でなく、特定の分野において実益をもたらすものと 

します。 

○特定分野の交流を⾏うとともに、交流の発展をめざした新たな分

野における交流を検討していきます。 

○継続的かつ将来的な発展が⾒込まれるものを対象とします。 
タシケント（ウズベキスタン）
との交流会

まちの姿３ 

国際交流・多様性 

１ 国際交流の推進 

２ グローバル社会の中で活躍できる⼈材の育成・確保 

３ 共⽣社会の推進 
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取り組みの⽅向性  

 

⼤会を契機として、国際的に開かれたまちとなるため、アジア競技⼤会の先催

都市やアジアの諸都市との都市間交流を推進します。 

また、⽇本有数の⼤学の集積地であり、市内の⼤学からノーベル賞受賞者を多

数輩出するなど⾼等教育機関が充実しているとともに、⾃動⾞をはじめ、航空機

やロボットなど様々な分野で世界レベルの産業技術が集積する⽇本のものづくり

産業の中核となっているといった本市の持つポテンシャルを活かし、⼤学や産業

界が主体となったアジア諸国との様々な分野での交流や国際貢献活動を促進する

など、産・学・官が⼀体となって、⽬覚ましい発展を遂げるアジア諸国とのさら

なるネットワーク強化に取り組みます。 

  ○主な取り組み 

  外国諸都市との交流推進【観光文化交流局】 

   外国諸都市との繋がりを深め、市 の国際感覚の醸成をは

かるため、幅広い交流を通じて両市 の相互理解と友好親善

を促進する姉妹友好都市交流と、アジアを中⼼とした都市と

分野を特定した交流を⾏うパートナー都市交流を推進します。 

 

 

 

  市立大学における学生・研究者の海外相互交流の推進【総務局】 

   関係機関等と連携し、地域の国際化に貢献するため、留学

⽣の積極的な受け⼊れや学⽣の派遣・留学の促進により、国

際感覚豊かな⼈材の育成と研究者の派遣・受け⼊れを促進し

ます。 

 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

  

施策34 国際的に開かれたまちづくりを進めます 

名古屋まつりのパレードに参加する
姉妹友好都市親善使節団 

１ 国際交流の推進 

留学⽣懇親会
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⼤会を契機として、⼤学や企業と連携して最先端技術を学び、国際社会で通⽤

する知識とコミュニケーション能⼒を⾝に着けた次世代を担うグローバル⼈材を

育成するとともに、世界で活躍する⼈材が本市へ集うよう取り組みます。 

併せて、社会や⼈⽣をより良いものにしようと⾃ら考え、多様な他者と協働し

ていくことのできる、新しい時代に求められる資質・能⼒が育まれるよう、⼦ど

も⼀⼈ひとりの個性を⼤切にしたきめ細かな教育を推進します。 

 

  ○主な取り組み 

  グローバル・エデュケーション・センターの運営【教育委員会】 

   グローバル社会において活躍することができる⼈材を育成

するため、国内外の企業や⼤学、研究機関等と連携し、グロ

ーバル環境の実体験等ができるグローバル・エデュケーショ

ンセンターを運営します（教育館２階に開設）。 

 

  市立高校生の海外派遣【教育委員会】 

   グローバルな視野を持つ⼈材を育成するとともに、外国語

によるコミュニケーション能⼒の向上をはかるため、市⽴⾼

校⽣の海外派遣を実施します。 

 

 

 

  画一的な一斉授業からの転換を進める授業改善【教育委員会】 

   基礎的な学⼒の確実な定着と、他者と協働しつつ⾃ら考え

抜く⾃⽴した学びの実現に向けて、すべての児童⽣徒に対し、

⼀⼈ひとりの進度や能⼒、関⼼に応じた個別最適化された学

びを提供するための授業改善を推進します｡ 

 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

施策14 ⼦どもの個性を⼤切にし、幅広い学⼒と豊かな⼼、健やかな体を育みま
す 

教育館イメージ

マレーシアの幼稚園にて

教員研修会でのグループ
ディスカッション 

２ グローバル社会の中で活躍できる⼈材の育成・確保  
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⼤会を開催する都市として、すべての市⺠が年齢、性別、障害の有無、国籍、

宗教、⽂化的差異といったお互いの違いを違いとしてありのまま認めあい、誰も

が安⼼・安全・快適に暮らせるよう、多様性への理解の促進に取り組むとともに、

バリアフリーのまちづくりを進めます。 

 

  ○主な取り組み 

  男女平等参画の意識啓発の推進【総務局】 

   男⼥平等参画について、性別や年齢にかかわらず幅広い市

 に対して理解の定着をはかるため、あらゆる機会を通じて

男⼥平等参画に向けた啓発や教育・学習を推進します。 

  福祉都市環境整備の推進【健康福祉局】 

    齢者、障害者をはじめ市 の誰もが安全で快適に 活し

やすく活動しやすい都市環境を築いていくため、ハード・ソ

フト両⾯からのバリアフリー化を推進します。 

 

 

  地域における情報の多言語化【観光文化交流局】 

   外国 市 に必要な情報を伝えるため、多様な 語・ 段

による情報提供と、外国 市 が 近に相談できる環境を整

備します。 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 
まちの姿の実現に向けた成果指標  

成果指標 現状値
⽬標値

（2030年度）

地域で国籍の異なる と交流がある市 の割合 33.7% 40% 

⾼齢者や障害者、⼦どもを連れた⼈などすべての
⼈に使いやすい施設整備がされていると感じる市
 の割合 

41.3% 60% 

施策１ ⼈権が尊重され差別や偏⾒がない社会をつくります 

施策 2  男⼥平等参画を総合的に進めます 

施策28 バリアフリーのまちづくりを進めます 

施策34 国際的に開かれたまちづくりを進めます 

外国⼈相談窓⼝

３ 共⽣社会の推進 

イーブル名古屋での講座⾵景

福祉都市環境整備指針（表紙）
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大会で、活用した都市基盤、先端技術、危機管理体制な

どが、大会モデルとして未来に引き継がれることで、絶

え間なくイノベーションし続ける、持続可能な都市にな

っている 

 

 

 

 

 

 

 

アジア競技⼤会で拡⼤する交流⼈⼝を引き継ぐため、選⼿村・競技施設や交通ネ

ットワークをはじめとする都市基盤について、リニア中央新幹線の開業を⾒据える

とともに、ＳＤＧｓの理念を踏まえ、社会課題に対応した整備を進め、⼤会終了後

もまちづくりやにぎわいの拠点になります。 

また、安⼼・安全な⼤会運営を通じて危機管理体制が充実するなど、ハード・ソ

フトの両⾯から都市機能が強化され、⼤会の運営基盤やノウハウが蓄積されます。 

さらに、⼤会で活⽤された先端技術が産業や市 ⽣活に広く普及され、再⽣可能

エネルギーの導⼊や省エネルギー化など、低炭素で循環型のまちづくりが促進さ

れ、強い産業⼒に加え、環境にも配慮されたまちが実現しています。 

こうした取り組みが、⼤会モデルとして未来へ引き継がれるとともに、絶え間な

くイノベーションし続ける、持続可能なまちとなっています。 

取り組みの⽅向性  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

リニア中央新幹線の開業 

 令和 9 （2027  ）年に開業が予定されているリニア中央新幹線により、東京から名古屋への移動時

間が現在の約 100  分から約40 分へ⼤幅に短縮されます。その後、東京から⼤阪までの全線開業が⾒

込まれており、東京・名古屋・⼤阪の三⼤都市圏が約 1 時間で結ばれ、 7,000   万⼈規模の世界最⼤

の⼈⼝を有する巨⼤経済圏となるスーパー・メガリージョンが誕⽣します。 

 名古屋駅を起点に鉄道と道路で 2 時間以内にアクセスできるエリアの⼈⼝（ 2 時間交流圏⼈⼝）

は、品川－名古屋間の開業後には約 6,000   万⼈となり、品川駅起点の約 5,200   万⼈を追い抜き、全

国最⼤となります。全線開通後も全国最⼤となることが⾒込まれており、さらなる交流の活性化が

期待されます。 

まちの姿４ 

１ ⼤会モデルの構築 

２ 新しいモデルとしての選⼿村の構築と⼤会後のまちづくり 

３ ⼤会後の活⽤を⾒据えた施設整備 

４ 利便性や防災性、危機管理体制を備えた都市機能の強化 

５ イノベーションの創出、先端技術の活⽤・普及 
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 本市では、快適な移動、環境負荷の低減、産業の振興、まちの魅⼒や福祉の向上等のため、本市
域において、ＩＣＴを活⽤した、将来の⾃動運転社会に向けた先進的モビリティサービスの充実及
び市⺠⽣活の向上のための先進的な取り組みの検討を企業と連携・協⼒して進めています。 

 
＜経 緯＞ 

 2017 年 6 ⽉ トヨタ⾃動⾞株式会社と⾃動運転等の先進的なモビリティ技術の活⽤について相 
互に連携するための協定を締結 

 2019 年 2 ⽉ MONET    Technologies      株式会社と、ＩＣＴを活⽤した将来の⾃動運転社会の実現 
に向けた先進的モビリティサービスの充実及び市⺠⽣活の向上のための先進的な 
取組を検討するにあたり、相互に連携するための覚書を締結 

取り組みの⽅向性  

 

質素・簡素・機能的・合理的な⼤会運営を⾏うことにより、国際総合スポーツ

⼤会における名古屋モデルを構築し、⼤会の運営基盤やノウハウを本市に蓄積し

ます。また、グリーンインフラの考え⽅を踏まえた取り組みを進めるとともに、

先端技術の進展などの時代の潮流を⾒据え、再⽣可能エネルギーの導⼊、省エネ

ルギーの推進など、環境にやさしい低炭素で循環型のまちづくりを進めます。 

 

  ○主な取り組み 

  大会モデルの構築（第20回アジア競技大会の推進）【総務局】 

   質素・簡素・機能的・合理的な⼤会運営をめざし、今後の

先進技術の進展など、時代の潮流を⾒据えながら、開催都市

としての運営準備を進めてまいります。 

 

  水素エネルギーの利活用の推進【環境局】 

   利⽤段階で⼆酸化炭素を排出しない⽔素エネルギーの利⽤

拡⼤をはかるため、家庭⽤燃料電池システム（エネファーム）

や燃料電池⾃動⾞の普及を促進するなど、⽔素エネルギーの

利活⽤を推進します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 
 

 

  

施策24 ⾝近な⾃然や農にふれあう環境をつくります 

施策31 低炭素都市づくりを進めます 

施策32 3 Ｒを通じた循環型都市づくりを進めます 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 

次世代⾃動⾞の展⽰

第18回⼤会の聖⽕台

将来の自動運転社会に向けた企業との連携・協力 

１ ⼤会モデルの構築 
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成熟都市である本市で開催するアジア競技⼤会の選⼿村の整備・運営の新たな

モデルを構築するとともに、この機会を契機に、名古屋競⾺場跡地や周辺地区の

にぎわいと新たな地域ブランドの形成に向け、社会の変化に柔軟に対応し、災害

に強いしなやかなまちづくりを進めます。 

 

  ○主な取り組み 

  選手村の整備及び跡地を含めた港北エリアのまちづくりの推進 

（第20 回アジア競技大会選手村の整備及び大会後の跡地のまちづくりの推進、 

港北エリアにおけるまちづくりの推進）【総務局・住宅都市局・緑政土木局】 

   選⼿、役員が安⼼・安全・快適に滞在できる⽣活環境を提供するため、名古屋競⾺場跡

地に整備するメイン選⼿村の計画、整備を検討・推進します。また、将来を⾒据えたまち

づくりが重要であるため、跡地や公園など既存のインフラの活⽤を含めた港北エリアの在

り⽅について検討・推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

施策24 ⾝近な⾃然や農にふれあう環境をつくります 

施策26 良好な都市基盤が整った⽣活しやすい市街地を形成します 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 

２ 新しいモデルとしての選⼿村の構築と⼤会後のまちづくり 

選⼿団の⼊村式

選⼿村のダイニングルーム
選⼿村予定地及び周辺の概況

【第18 回⼤会の選⼿村】 
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⼤会で活⽤する施設について、⼤会後も継続して⼤規模競技⼤会やイベント等

の誘致・開催に対応できるようにするとともに、アスリートだけでなく、すべて

の市⺠が安⼼・安全・快適に利⽤でき、にぎわいの拠点などとなるように、その

後の活⽤を⾒据えた環境整備を進めるとともに、効率的な運営に取り組みます。 

 

  ○主な取り組み 

  瑞穂公園の整備【教育委員会】 

   各種のスポーツ施設を備えた総合運動公園である瑞穂公園

が、アジア競技⼤会後も本市のスポーツ振興の拠点となるよ

う、体育館や陸上競技場をはじめとした施設整備を進めると

ともに、市 の憩いの場や地域の防災拠点としての機能を視

野に⼊れた公園全体の整備を推進します。 

 

  国際展示場の運営・整備【観光文化交流局】 

   ＭＩＣＥを推進するため、その基本インフラとなる国際展

⽰場を管理・運営するとともに、拡⼤し多様化するＭＩＣＥ

活動に対応し、ＭＩＣＥ開催地として選ばれる都市となるよ

う拡充・機能強化を実施します。 

 

 

 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

  

施策38 観光の振興・ＭＩＣＥの推進と情報発信により交流を促進します 

施策39 スポーツを活かしてまちの魅⼒と活⼒を⾼めます 

名古屋市瑞穂公園陸上競技場
イメージ

名古屋市国際展⽰場新第 1 展⽰館
イメージ

３ ⼤会後の活⽤を⾒据えた施設整備 
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⼤会で、充実した交通ネットワークなどに⽀えられた快適な⼤会運営や災害が

発⽣した時に被害を最⼩限に抑えるための安⼼・安全な運営体制の構築をめざし

ます。 

また、⼤会を契機に拡⼤する交流⼈⼝に対応するとともに、2027  年に予定さ

れるリニア中央新幹線の開業も⾒据えながら、安⼼・安全で快適な都市空間の形

成に向けて、⾼い利便性や防災性、充実した危機管理体制を備えた都市機能の強

化をすすめます。 

  ○主な取り組み 

  名古屋駅ターミナル機能の強化【住宅都市局】 

   リニア中央新幹線の開業により形成されるスーパー・メガ

リージョンの中⼼拠点にふさわしい交通機能と空間機能を兼

ね備えたスーパーターミナルの実現のため、駅へのアクセス

性の向上や交通結節機能の強化、ユニバーサルデザイン等に

基づく空間形成を実施します。 

  名古屋駅・金山駅周辺の帰宅困難者対策の推進（帰宅困難者対策の推進、 

  都市再生安全確保計画等の作成・運用） 

【防災危機管理局・住宅都市局】 

   ⼤規模災害発⽣時において、公共交通機関の途絶により発

⽣する帰宅困難者に伴う混乱を抑制及び解消するため、官 

⼀体となり対策等を実施します。 

  地下鉄駅の内装・照明などのリニューアル【交通局】 

   地下鉄が開業から60 年以上経過していることをふまえ、明

るく清潔感のある快適・便利な駅空間を提供するため、駅全

体の壁、床、天井、照明などのリニューアルを実施します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策 

 

 

 

帰宅困難者を想定した防災訓練

地下鉄駅のリニューアルイメージ

４ 利便性や防災性、危機管理体制を備えた都市機能の強化 

名古屋駅

施策16 災害に強い都市基盤の整備を進めます 

施策17 防災・減災対策を進めるとともに、地域防災⼒の向上を⽀援します 

施策18 市 の命を守る消防体制の充実強化をはかります 

施策25 公共交通を中⼼とした楽しく快適なまちづくりを進めます 

施策27 歩⾏者や⾃転⾞にとって安全で快適な道路環境を確保します 

施策33 世界に誇れる都市としてふさわしい都⼼機能・交流機能を⾼めます 

施策45 公共施設の適切な維持管理、保有資産の有効活⽤を進めます 
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⼤会を、国内外へ先端技術を発信する場として活⽤するとともに、⼤会を契機

として、域内経済のさらなる活性化や持続的な成⻑につなげていけるよう、Ｉｏ

Ｔ、ＡＩ、ロボット、⾃動運転などの先端技術の活⽤・普及をはかり、経済・産

業分野における絶え間ないイノベーションの創出を促進します。 

また、多様な産業間の相互交流を進めるとともに、外資系企業、本社機能やＩ

ＣＴ企業などの戦略的な企業誘致を進めます。 

  ○主な取り組み 

  新たな路面公共交通システム（ＳＲＴ）の導入推進【住宅都市局】 

   ＳＲＴ（Ｓｍａｒｔ Ｒｏａｄｗａｙ Ｔｒａｎｓｉｔ）は名

古屋駅や栄、名古屋城、⼤須など、都⼼部の魅⼒ある地域をつ

ないで回遊性を⾼め、にぎわいを⾯的に拡⼤する新たな都市の

インフラであり、2027  年のリニア中央新幹線開業に向けて、段

階的な導⼊を進めます。 

  先進モビリティの社会実装（総合交通政策の企画推進） 

【住宅都市局】 

   ⾃動運転をはじめとした先進的モビリティ技術について、公

道実証実験や、⾃動運転を活⽤したラストワンマイル交通確保

の社会実験・検証を進めます。 

  イノベーション戦略の強化・推進【市民経済局】 

   名古屋⼤都市圏の経済のさらなる発展をめざし、イノベーシ

ョン活動のグローバル展開など企業の新たな価値の創造を促進

するため、経済団体等との連携により企業の交流・共創を促す

イノベーション拠点を設置・運営するとともに、戦略推進プラ

ンの策定や推進体制の構築、次世代の産業⼈材向けの教育、中

⼩企業向けの⽀援事業等の調査・検討を実施します。 

  名古屋市総合計画における主な関連施策  

 

まちの姿の実現に向けた成果指標 

成果指標 現状値 ⽬標値
（2030年度）

新たに確保された緑の⾯積 41ha 480ha 

イノベーション創出件数 178件 2,380件 

施策25 公共交通を中⼼とした楽しく快適なまちづくりを進めます 

施策41 新たな価値を創造する産業を振興するとともに、産業交流を促進します

イノベーション拠点
（令和元年7⽉8⽇開設予定）

ＳＲＴの⾛⾏空間イメージ

５ イノベーションの創出、先端技術の活⽤・普及 

三の丸官庁街周辺における
⾃動⾛⾏の公道実証実験 
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 参考１  第20 回アジア競技大会                 

１┃アジア競技⼤会とは 

アジア競技⼤会は、第 2 次世界⼤戦後まだ間もない1951  年、戦禍によって引き

裂かれたアジア諸国の絆を、スポーツを通じて取り戻し、アジアの恒久平和に寄

与したいとの願いを込めて、インドのネルー初代⾸相の提唱により、⽇本を含む

11 か国の参加のもと、第 1 回⼤会がニューデリーで開催されました。 

現在は、アジアのオリンピック・ムーブメントを推進するアジア・オリンピッ

ク評議会が、原則 4 年に 1 回開催しており、スポーツの公平な競争を通じて、ス

ポーツ、⽂化、教育、国際的な尊敬、友情や平和など、様々な分野の振興・促進

に寄与する⼀⼤イベントとなっています。 

   ■過去⼤会実績及び今後の⼤会開催予定 

回 開催年 開催都市 開催国 参加国及び地域 参加選⼿数

1 1951年 ニューデリー インド 11 489⼈

2 1954年 マニラ フィリピン 19 970⼈

3 1958年 東京 ⽇本 16 1,820⼈

4 1962年 ジャカルタ インドネシア 12 1,460⼈

5 1966年 バンコク タイ 16 1,945⼈

6 1970年 バンコク タイ 16 2,400⼈

7 1974年 テヘラン イラン 19 3,010⼈

8 1978年 バンコク タイ 19 3,842⼈

9 1982年 ニューデリー インド 23 3,411⼈

10 1986年 ソウル 韓国 22 4,839⼈

11 1990年 北京 中国 36 6,122⼈

12 1994年 広島 ⽇本 42 6,828⼈

13 1998年 バンコク タイ 41 6,554⼈

14 2002年 釜⼭ 韓国 44 6,572⼈

15 2006年 ドーハ カタール 45 9,520⼈

16 2010年 広州 中国 45 9,704⼈

17 2014年 仁川 韓国 45 9,501⼈

18 2018年 ジャカルタ・パレンバン インドネシア 45 11,300⼈

19 2022年 杭州 中国 ― ― 

20 2026年 愛知・名古屋 ⽇本 ― ― 

２┃第20回アジア競技⼤会 

ア 概要  

   第20 回アジア競技⼤会は、スポーツ界にとって2020  年東京オリンピック ･ パラ

リンピック競技⼤会の次なる⼤きな⽬標となり、拡⼤するアジアとの交流を⼀層

深める機会となるなど、⽇本全体にとっても⼤変意義のある⼤会です。 

   ⽇本では、昭和33 （1958  ）年に第 3 回⼤会が東京で、平成 6 （1994  ）年に第12 

回⼤会が広島で開催され、第20 回⼤会は⽇本で開催される 3 回⽬の夏季アジア競

技⼤会となります。 
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会     期 令和 8 （2026）年 9 ⽉19   10 ⽉ 4 ⽇ 

開 催 都 市 愛知県・名古屋市 

実 施 競 技 
パリオリンピック（2024年）で実施される競技に加え、アジア特有の競技等
を実施（40競技程度で調整予定）

メ イ ン 会 場 名古屋市瑞穂公園陸上競技場 

選 ⼿ 村  名古屋競⾺場移転跡地のほか、県内で分散 

参 加 者 数 選⼿、⼤会関係者約1.5万⼈を想定 

⼤会コンセプト 

◆アスリートファーストの視点
◆既存施設の活⽤ 
◆先端技術の駆使 
◆伝統と県 ・市 性に触れるおもてなし 
◆アジア競技⼤会の開催を誇りに ､ さらなるスポーツ⽂化の普及へ貢献

 イ 競技会場  

   競技会場は調整中のトライアスロンを除き、51 会場を想定していますが、うち

本市内では18 会場を予定しています（今後、実施競技の変更や各競技における競

技団体との調整などにより、競技会場が変更になる場合があります。）。 

 

 ウ 主な開催効果  

   ⼤会の開催により、様々な効果が本市を含め愛知県全域にもたらされると考え

られており、県内の経済波及効果は、 1,625   億円になると試算しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

スポーツ 

の振興 

都市ブランド

の向上 

都市機能 

の強化 

国際競争力 

の強化 

市民活動

の促進 

交流人口 

の拡大 
国際交流 

の推進 

経済波及効果 

1,625 億円 

（愛知県内） 

◆経済波及効果の前提 

・投資⽀出 850  億円（⼤会主催者負担経費の額） 

※施設整備費（仮設を除く）や関連インフラ整備にかかる⽀出は含まず。 

・消費⽀出 ⼤会観戦客の宿泊・飲⾷代など 

※⼤会観戦客約 150  万⼈と仮定（第17 回アジア競技⼤会（韓国・仁川）と同じ） 

【平成29 年度 アジア競技⼤会愛知・名古屋合同準備会の調査による】
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 参考２  本市を取り巻く状況の変化              

１┃⼈⼝構造の変化 

 ○ 本市の常住  は、 然減を上回る社会増により、増加傾向にありますが、 

期的には少⼦化・⾼齢化に伴う常住⼈⼝の減少が予想されます。 

 ○ 少⼦化・⾼齢化の進⾏により、今後、本市の⼈⼝に占める15歳未満⼈⼝（⼦ど

もの数）や⽣産年齢⼈⼝（15  64 歳の⼈⼝）の割合は減少すると⾒込まれる⼀

⽅、65歳以上⼈⼝（⾼齢者の⼈⼝）の割合は増加が⾒込まれます。 

○ 少⼦化・⾼齢化の進⾏、⽣産年齢⼈⼝の減少に伴う経済活⼒の低下が懸念され

る中、都市の活⼒を維持・向上していくため、交流⼈⼝の増加をはかるととも

に、年齢や性別などに関係なく、活躍できる環境づくりが必要です。 

   ■本市における常住⼈⼝の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 ■本市の⼈⼝ピラミッド 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

出典：実績値 統計なごや web 版 国勢調査結果より作成 

   推計値 名古屋市推計（平成 29年 10月 1日時点） 

出典：実績値 統計なごや web 版 愛知県人口動向調査結果（名古屋市分）より作成 

   推計値 名古屋市推計（平成 29年 10月 1日時点） 
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２┃価値観・ライフスタイルの多様化 

 ○ ⾼齢単⾝世帯の増加など、家族や世帯の変化が⾒込まれるとともに、地域社会

においてコミュニティの機能が低下する中、⼈と⼈とのつながりも変化し、価

値観やライフスタイルが多様化しています。 

○ 本市の外国 住 の国籍割合は中国・韓国・フィリピンの順ですが、近年、ベ

トナム・ネパールが増えるなど、近年は⼤幅に増加しており、多様なバックグ

ラウンドを持つ市 が増加しています。 

○ このような状況を踏まえ、ダイバーシティ（多様性）を重視し、住む⼈も訪れ

る⼈も、誰もが安⼼して過ごすことができる環境づくりが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３┃グローバル化・交流⼈⼝の増加 

○ 国が進める観光⽴国の取り組みや、社会のグローバル化の進展などにより、中

部国際空港の20 17 年における年間⼊国外国⼈数は緩やかな増加傾向にあります

が、成 国際空港や関 国際空港と べると きな差があります。 

○ 訪⽇外国⼈の訪問率も、東京都や⼤阪府に⽐べ⼤きく下回っています。 

○ 交流⼈⼝の拡⼤を図る本市としては、アジア競技⼤会を契機として名古屋⼤都

市圏を訪れる外国⼈観光客やビジネス客を増やすため、インバウンドの取り組

みを推進する必要があります。 

■全国の主要空港別年間⼊国外国⼈数の推移     ■訪⽇外国⼈の都道府県別訪問率 
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東京都 大阪府 千葉県 京都府 福岡県 奈良県 北海道 愛知県 神奈川県 沖縄県

（％）

 

■本市の外国⼈住⺠の推移

 

■本市における世帯の家族類型別⼀般世帯数

出典：観光庁「訪日外国人消費動向調査」（平成 30年） 

出典：統計なごや web 版 公簿人口、名古屋市統計年鑑、

大都市比較統計年表より作成 
出典：実績値：統計なごや web 版、推計値：名古屋市推計 
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４┃スポーツ、運動、⾝体活動の必要性 

 ○ 市 全体の 6 割近くが週 1 回以上の頻度で運動・スポーツに取り組んでいる状

況ですが、30 代では実施率が低いなど、性別や年代別によって差があります。 

○ 成⼈の 1 ⽇の歩数は、各性別・年代において、個別計画である「健康なごやプ

ラン21 （第 2 次）」で定める⽬標値を下回っています。 

○ 運動や⾝体活動の量が多い⼈は、少ない⼈に⽐べて⽣活習慣病にかかりにくい

ことがわかっており、市 の運動や 体活動への関⼼や意識を⾼め、⾝体活動

量を増加させることが重要です。 

   ■性別・年代別 スポーツ実施率 

性別 
ｽﾎﾟｰﾂ 

実施率 

年代別内訳 

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳以上

男 57.6 62.5 54.8 47.4 53.2 59.0 61.3 68.3 49.0 

⼥ 56.5 53.8 54.7 44.3 48.6 58.5 58.2 71.5 55.2 

   出典：「名古屋市総合計画2018成果指標に関するアンケート調査」より名古屋市作成  

   ■性別・年代別 1 ⽇の歩数 

性別 年代 現状値（2015  年） ⽬標値（2022  年度） 

男 
20 64 歳 8,452 歩 8,500 歩 

65 歳以上 6,366 歩 7,000 歩 

⼥ 
20 64 歳 7,299 歩 8,400 歩 

65 歳以上 4,049 歩 6,900 歩 

   

５┃公共施設の⽼朽化 

○ 本市は、学校・市営住宅や道路・河川・公園・上下⽔道などのさまざまな公共

施設を保有しています。これらの多くは、戦後の急激な⼈⼝増加や⾼度経済成

 に伴う社会的ニーズなどに対応するため、昭和30年代から60年代を中⼼に整

備されており、経過年数の増加に伴う修繕や改修などが必要となります。 

○ 第20 回アジア競技⼤会のメイン会場となっている瑞穂公園陸上競技場のほか、

テニス・ソフトテニスの会場として使⽤予定の東⼭公園テニスセンター、メデ

ィアセンターなどに使⽤予定の名古屋市国際展⽰場などについても、⽼朽化へ

の対応やアジア競技⼤会の開催に向けた整備が必要となります。 

○ ⼤会で使⽤する施設については、⼤会時の使⽤だけを考えて修繕や改修などを

⾏うのではなく、その後の活⽤を踏まえ、アジア競技⼤会後の⼤会運営に携わ

る各競技団体との協議を うとともに、 会後の市 利 や⼤規模競技⼤会の

誘致等も視野に⼊れ、対応を検討することが求められます。 

 

出典：「健康なごやプラン 21（第 2 次）中間評価」より名古屋市作成 
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６┃⾃然災害に対する懸念 

○ 南海トラフを震源とする⼤規模な地震の発⽣確率が今後30年間で70 80％と切

迫度を増しています。 

○ また、地球温暖化の進⾏に伴い、記録的な豪⾬が発⽣する頻度も顕著に増加し

ています。 

○ 本市が被災した場合、地震や豪⾬による直接的な被害に加え、⼤量の帰宅困難

者が発⽣する恐れがあり、交通結節点における混乱も懸念されます。 

○ アジア競技⼤会を開催し、国際的な交流拠点を⽬指す本市にとって、災害に強

い都市基盤の整備に取り組むとともに、発災時の被害を最⼩限におさえること

ができるよう、対策に取り組んでいく必要があります。 

７┃経済・産業を取り巻く環境の変化 

○ 産業を取り巻く環境は、ＩｏＴ、ビッグデータ、ＡＩなどの急速な発展やロボ

ット、⾃動運転、燃料電池⾃動⾞などの技術⾰新の進展により急速に変化して

います。 

○ 本市の事業所数は東京都特別区部や⼤阪市に次ぐ規模となっています。また、

ＩＣＴ企業の集積が東京都に⽐べて弱いのが現状です。 

 ○ 本市は、ものづくり産業を中核とする名古屋⼤都市圏の中枢都市として、激化

する都市間競争に打ち勝つために、アジア競技⼤会を契機として、今後の世界

経済の⼤きなウェイトを占めると⾒込まれるアジア諸国との連携や産業交流を

深めるとともに、先端技術を積極的に取り⼊れ、新たな価値を創出し続けるこ

とで、本市及び圏域の持続的な成 をはかることが重要です。 

     ■ＩＣＴ企業の集積の⽐較 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 事業所数 構成⽐ 

愛知県 1,422 事業所  6.4 ％ 

東京都 6,725 事業所  30.4 ％ 

⼤阪府 2,173 事業所  9.8 ％ 

全 国 22,143 事業所  100.0 ％ 

出典： 2016  年経済センサス（ソフトウェア業及びインターネット附随サービス業）より 

名古屋市作成 
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 参考３  用語解説                      
 

⽤語 ⾴ 解説 

あ⾏ 

ＩｏＴ 24,30 

Internet of Things の略。モノのインターネット。コンピ
ューターなどの情報・通信機器だけでなく、世の中に存
在する様々な物体（モノ）に通信機能を持たせ、インタ
ーネットに接続したり、相互に通信したりすることによ
り、⾃動認識や⾃動制御、遠隔計測などを⾏うこと。

アクティブライフ 6 
運動・スポーツのほか、レジャー、家事や階段の昇り降
りなど⽇常⽣活における⾝体活動を通じて体を動かし、
気軽に楽しく活動的な⽣活を送るライフスタイル｡ 

アジア・オリンピック

評議会 
25 

アジア競技⼤会の主催者。クウェートに本部を置く。
2019  年 4 ⽉現在、45 の国や地域のオリンピック委員会が
加盟。略称はＯＣＡ。

イノベーション 19,24 新機軸。技術 新。経済成 の原動 となる 新。 

インバウンド 14,28 
外国⼈が訪れてくる旅⾏のこと。⽇本へのインバウンド
を訪⽇外国⼈旅⾏または訪⽇旅⾏という。

ＡＩ（⼈⼯知能） 24,30 
⾔語の理解や推論、問題解決などの知的⾏動を⼈間に代
わってコンピューターに⾏わせる技術。

ＳＲＴ 24 

Smart Roadway Transit の略。技術の先進性による快適な
乗り⼼地やスムーズな乗降、洗練されたデザインなどの
スマート (Smart)    さを備え、路⾯ (Roadway)     を⾛ること
でまちの回遊性やにぎわいを⽣み出す、今までにない新
しい移動⼿段（Transit）の呼称。

オリンピック・ムーブメント 25 

オリンピズムとオリンピズムの価値によって実践される
スポーツを通じ、若者を教育することにより、平和でよ
り良い世界の構築に貢献すること。なお、オリンピズム
とは、スポーツを⽂化、教育と融合させ、⽣き⽅の創造
を探求するもの。

か⾏  

外国 市  18 
名古屋市内に住所を有する外国籍の⼈のほか、⽇本国籍
を取得した⼈や国際結婚によって⽣まれた⼦どもなど外
国の⽂化を背景に持つ⼈など、外国にルーツを持つ⼈。

外国 住  28 名古屋市内に住所を有する外国籍の⼈。 

グリーンインフラ 20 
⾃然環境が有する機能を、社会における様々な課題解決
に活⽤しようとする考え⽅のこと。

グローバル 
15,17, 

24,28 

世界的な規模。国境を越えて地球全体にかかわること。
⼈、物財、情報の国際的移動が活性化して、さまざまな
分野で「国境」の意義が曖昧になるとともに、各国が相
互に依存し、他国や国際社会の動向を無視できなくなっ
ている現象。

経済波及効果 26 
ある産業に需要（消費や投資等）が発⽣したとき、その
産業の⽣産を誘発するとともに、次々と他産業の⽣産も
誘発していく経済活動の波及のこと。

健康寿命 6 
本ビジョンでは、介護保険の情報に基づく「⽇常⽣活動
作が⾃⽴している期間」とする。

交流⼈⼝ 

1,14,19,

23,26,27,

28 

国内外からの旅⾏者や短期滞在者など、その地域を訪れ
る⼈のこと。 
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さ⾏ 

再⽣可能エネルギー 20 

永続的に利⽤することができる再⽣可能エネルギー源を
利⽤することにより⽣じるエネルギーの総称。具体的に
は、太陽光、⾵⼒、⽔⼒、地熱、太陽熱、バイオマスな
どをエネルギー源として利⽤することを指す。

3 Ｒ 20 

「Reduce  ＝リデュース（発⽣抑制）」「 Reuse  ＝リユー
ス（再利⽤）」「 Recycle    ＝リサイクル（再⽣利⽤）」
の 3 つの頭⽂字をとった⾔葉で、ごみ減量のために必要
な取り組みを表す。

循環型都市 20 

本市がめざす環境都市像のひとつであり、「廃棄物など
の発⽣抑制や資源の循環活⽤、適正処理が促進され、天
然資源の消費を抑制し、環境への負荷が最⼩限に抑えら
れているまち」をいう。

スーパー・メガリージョン 19,23 
リニア中央新幹線により結ばれた東京、名古屋、⼤阪の
三⼤都市圏が、それぞれの特⾊を発揮しつつ⼀体化した
世界最⼤の広域経済圏｡

スポーツコンベンション 10 スポーツ⼤会のこと。 

スポーツツーリズム 9 
スポーツを観に⾏くための旅⾏及びそれに伴う周辺観光
やスポーツを⽀える⼈々との交流など、スポーツに関わ
る様々な旅⾏のこと。

スポーツプロモーション 9 スポーツの普及・促進、発展。 

た⾏ 

ダイバーシティ 26,28 
「多様性」のこと。性別や国籍、年齢などに関わりなく
多様な個性が⼒を発揮し、共存できる社会のことをダイ
バーシティ社会という。

低炭素都市 20 

本市がめざす環境都市像の 1 つであり、「⾃然エネルギ
ーなどの利⽤が促進され、ライフスタイル・ビジネスス
タイルの省エネルギー化が進むなど、少ないエネルギー
消費で快適な⽣活ができるまち」をいう。

な⾏ 

名古屋⼤都市圏 24,28,30
本ビジョンでは、名古屋を中⼼におおむね30 50 ㎞の範
囲としつつ、産業、観光、防災など分野ごとに柔軟に捉
えることとする。

燃料電池⾃動⾞ 20,30 
⽔素と酸素を化学反応させて電気をつくる燃料電池を動
⼒源とし、⾛⾏中に排気するのは⽔だけの、環境や資源
に負担をかけない⾃動⾞のこと。

は⾏ 

ビッグデータ 30 

ボリュームが膨⼤でかつ構造が複雑であるが、そのデー
タ間の関係性などを分析することで新たな価値を⽣み出
す可能性のあるデータ群のこと。例えば、ソーシャルメ
ディア内のテキストデータ・画像、携帯電話・スマート
フォンが発信する位置情報、時々刻々と⽣成されるセン
サデータなどがある。

ホスピタリティ 9 
本ビジョンでは、「地元の⼈々が旅⾏者を迎え⼊れる際
に有するおもてなしの⼼」とする。

ら⾏ 

リニア中央新幹線 
1,19 

23,24 

全国新幹線鉄道整備法に基づいて計画された、東京都を
起点、⼤阪府を終点とする新幹線鉄道。平成23 年 5 ⽉に
決定された整備計画において、⾛⾏⽅式は超電導磁気浮
上⽅式（超電導リニア）とし、最⾼速度は 505  キロメー
トル／時とすることが定められた。
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 参考４  策定の経緯                      

１┃主な経緯 

時期 事項 備考

平
成
30
年
度 

6⽉ 4⽇ 第１回有識者懇談会 
⼤会を契機として本市がめざすべきも
のについて意⾒交換 

11⽉15⽇ 第２回有識者懇談会 
まちの姿を実現するための取り組みの
⽅向性、ビジョンの理念及び題名につ
いて意⾒交換 

1⽉21⽇ 第３回有識者懇談会 
まちの姿と取り組みの⽅向性について
意⾒交換 

2⽉ 7⽇ 学⽣意⾒交換会 
⼤会を契機として本市が⽬指すべきま
ちの姿ととその実現⽅法について意⾒
交換 

3⽉18⽇ 第４回有識者懇談会 中間案（素案）について 

令
和
元
年
度 

4⽉22⽇ 第５回有識者懇談会 ビジョン案（素案）について 

 《学⽣意⾒交換会概要》 

  ⽇ 時 : 平成31年 2 ⽉ 7 ⽇（⽊）13 :00  15 :30  

  場 所 : 名城⼤学ナゴヤドームキャンパス⻄館 2 階 社会連携センターshake    

参加者 : 県内 6 ⼤学の学⽣23 名 

内 容 : ⼤会を契機として「将来の名古屋がどんなまちになってほしいか」をテーマに 

意⾒交換 
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２┃第20回アジア競技⼤会名古屋市レガシー・ビジョン有識者懇談会 

＜開催概要＞ 

回 開催⽇程 議題内容 

第1回 
平成30年6⽉4⽇(⽉) 

16時30分 17時30分 

アジア競技⼤会を契機として本市がめざすべきものに

ついて 

第2回 
平成30年11⽉15⽇(⽊) 

10時 12時 

ビジョンにおける「まちの姿」を実現するための取り

組みの⽅向性、ビジョンの理念及び題名について 

第3回 
平成31年1⽉21⽇(⽉) 

13時 14時30分 

「まちの姿」及び取り組みの⽅向性について、委員の

追加について 

第4回 
平成31年3⽉18⽇(⽉) 

13時 15時 

名古屋市レガシー・ビジョン（仮称）中間案（素案）

について 

第5回 
平成31年4⽉22⽇(⽉) 

9時30分 11時30分 
名古屋市レガシー・ビジョン案（素案）について 

＜委員名簿＞                          （敬称略 50⾳順） 

⽒  名 分 野 役 職 等

板倉 健  (いたくら けん) 経 済 名古屋市⽴⼤学経済学研究科教授

岡⽥ 亜弥 (おかだ あや) 国際/多⽂化共⽣ 名古屋⼤学⼤学院国際開発研究科教授

奥宮 正哉 (おくみや まさや) 環 境 名古屋⼤学⼤学院環境学研究科教授

◎原⽥ 宗彦 (はらだ むねひこ) スポーツマネジメント 早稲⽥⼤学スポーツ科学学術院教授

福島 茂  (ふくしま しげる) まちづくり 名城⼤学都市情報学部教授

藤原 直⼦ (ふじわら なおこ) 多 様 性 椙⼭⼥学園⼤学⼈間関係学部教授

松村 亜⽮⼦(まつむら あやこ) 健康とスポーツ 中部⼤学⽣命健康科学部講師

⽮野 卓真 (やの たくま) 産 業 技 術 名古屋⼯業⼤学産学官⾦連携機構准教授

○來⽥ 享⼦ (らいた きょうこ) スポーツと教育 中京⼤学スポーツ科学部教授

◎：座長、○：副座長 
 

３┃パブリックコメント 

項 ⽬ 件数

2026  アジア競技⼤会ＮＡＧＯＹＡビジョンとは  

アジア競技⼤会を契機としてめざすまちの姿（ＮＡＧＯＹＡビジョン）  

その他  

 



取扱注意 

一般財団法人 愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会の設立について  
1  組織委員会の概要 

名 称 一般財団法人愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会 

設立日 令和元年 5 月30 日（木） 

設立者 名古屋市、愛知県、（公財）日本オリンピック委員会 

役 員 

別紙 1 のとおり  

【本市】①市長             ⇒ 理 事（代表理事） 

②堀場副市長             ⇒ 評議員 

③伊東・廣澤副市長     ⇒ 理 事 

④名古屋市会議長      ⇒ 理 事 

⑤会計管理者        ⇒ 監 事 

事務局 26 名（ 2 課 4 グループ） 

顧問等 名古屋市会第20 回アジア競技大会推進議員連盟会長  
2  設立手続の流れ 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3  発起人会等のスケジュール 

日 時：令和元年 5 月30 日（木）14 :15 ～15 :45  

  場 所：ホテルナゴヤキャッスル 2 階「金の間」「銀の間」、 3 階「梅の間」 

  出席者：31 名（ 4 月26 日現在予定。市長・ 3 副市長等、本市関係者含む。）  

※公証人による定款認証（5/17 認証済）定款認証 

発起人会 ※設立趣意書の合意など

設立時理事会 

第1 回評議員会 

登記申請 ※法務局へ登記申請（司法書士が代行）

※会長、会長代行、副会長の選定など

記者会見 

5 /30  

（木） 

第1 回理事会 

※役員等の発表など

事前 

拠出金の支払 ※設立者による拠出金支払 

※【評議員会】理事・監事の報酬等の額
の決定など 

※【理 事 会】事業計画書及び収支予算
書の承認、大会スローガン及びエンブ
レムの作成について等 

【資料２】



一般財団法人愛知・名古屋アジア競技大会組織委員会役員等名簿  
（２０１９年５月３０日現在・敬称略） 

◎名誉会長 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

名誉会長 榊原 定征 一般社団法人日本経済団体連合会名誉会長 

 

 

◎理事（３０名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

会  長 大村 秀章 愛知県知事 

会長代行 

河村 たかし 名古屋市長 

平岡 英介 公益財団法人日本オリンピック委員会副会長兼専務理事

山本 亜土 愛知県商工会議所連合会会長（名古屋商工会議所会頭）

豊田 鐵郎 一般社団法人中部経済連合会会長 

副 会 長 

齋藤 泰雄 公益財団法人日本オリンピック委員会副会長 

内藤 弘康 名古屋商工会議所副会頭 

水野 明久 一般社団法人中部経済連合会副会長 

嶋尾  正 中部経済同友会代表幹事 

理  事 

森岡 仙太 愛知県副知事 

宮本 悦子  愛知県副知事 

伊東 恵美子 名古屋市副市長 

廣澤 一郎 名古屋市副市長 

中村 昭彦 名古屋商工会議所副会頭 

柘植 康英 一般社団法人中部経済連合会副会長 

盛田 淳夫 中部経済同友会代表幹事 

新美 文二 愛知県商工会連合会会長 

泉  正文 公益財団法人日本スポーツ協会副会長兼専務理事 

村木 啓作 公益財団法人愛知県スポーツ協会理事長 

宇佐美 義光 
公益財団法人名古屋市教育スポーツ協会副理事長 

（名古屋市体育協会会長） 

神野 博史 愛知県議会議長 

丹羽 ひろし 名古屋市会議長 

中野 正康 愛知県市長会会長（一宮市長） 

竹内 啓二 愛知県町村会会長（阿久比町長） 

玉井  宰 愛知県市議会議長会会長（小牧市議会議長） 

別紙１ 



役 職 名 氏   名 所 属 等 

理  事 

横川  浩 公益財団法人日本陸上競技連盟会長 

佐々木 龍也 日本労働組合総連合会愛知県連合会会長 

髙橋 繁浩 愛知県スポーツ推進審議会会長 

中田 有紀 名古屋市スポーツ推進審議会会長 

吉田 沙保里 オリンピアン   
◎評議員（５名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

評 議 員 

松井 圭介 愛知県副知事 

堀場 和夫 名古屋市副市長 

日比野 哲郎 公益財団法人日本オリンピック委員会常務理事 

北川  薫 学校法人梅村学園学事顧問 

具志堅 幸司 日本体育大学学長   
◎監事（３名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

監  事 

山田 登志男 愛知県会計管理者兼会計局長 

渡邊 正則 名古屋市会計管理者兼会計室長 

柘植 里恵 公認会計士   
◎名誉顧問（３名）・特別顧問（３名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

名誉顧問 

竹田 恆和 公益財団法人日本オリンピック委員会会長 

柴山 昌彦 文部科学大臣 

鈴木 大地 スポーツ庁長官 

特別顧問 

中西 宏明 一般社団法人日本経済団体連合会会長 

三村 明夫 日本商工会議所会頭 

櫻田 謙悟 公益社団法人経済同友会代表幹事 

 

 

 

 

 



◎顧問（４７名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

顧  問 

上田 清司 全国知事会会長 

立谷 秀清 全国市長会会長 

荒木 泰臣 全国町村会会長 

山田 一仁 全国市議会議長会会長 

櫻井 正人 全国町村議会議長会会長 

上田 良一 日本放送協会会長 

白石 興二郎 一般社団法人日本新聞協会会長 

大久保 好男 一般社団法人日本民間放送連盟会長 

熊田 裕通 衆議院議員 

古川 元久 衆議院議員 

近藤 昭一 衆議院議員 

工藤 彰三 衆議院議員 

赤松 広隆 衆議院議員 

丹羽 秀樹 衆議院議員 

伊藤 忠彦 衆議院議員 

長坂 康正 衆議院議員 

江﨑 鐵磨 衆議院議員 

古本 伸一郎 衆議院議員 

重徳 和彦 衆議院議員 

大西 健介 衆議院議員 

今枝 宗一郎 衆議院議員 

根本 幸典 衆議院議員 

伊藤  渉 衆議院議員 

松田  功 衆議院議員 

吉田 統彦 衆議院議員 

池田 佳隆 衆議院議員 

牧  義夫 衆議院議員 

神田 憲次 衆議院議員 

鈴木 淳司 衆議院議員 

岡本 充功 衆議院議員 

杉本 和巳 衆議院議員 

八木 哲也 衆議院議員 

青山 周平 衆議院議員 

関 健一郎 衆議院議員 



役 職 名 氏   名 所 属 等 

顧  問 

酒井 庸行 参議院議員 

大塚 耕平 参議院議員 

薬師寺 みちよ 参議院議員 

柘植 芳文 参議院議員 

魚住 裕一郎 参議院議員 

新妻 秀規 参議院議員 

藤川 政人 参議院議員 

斎藤 嘉隆 参議院議員 

里見 隆治 参議院議員 

伊藤 孝恵 参議院議員 

片山 さつき 参議院議員 

浜田 昌良 参議院議員 

浜口  誠 参議院議員 

 

  



◎参与（２７名） 

役 職 名 氏   名 所 属 等 

参  与 

神田 真秋 公益財団法人愛知県国際交流協会会長 

岩田  隆 公益財団法人名古屋国際センター理事長 

山本 亜土 一般社団法人愛知県観光協会会長 

堀崎  亘 公益財団法人名古屋観光コンベンションビューロー理事長

中谷 眞人 愛知県小中学校長会会長 

荻原 哲哉 愛知県公立高等学校長会会長 

坂野 幸彦 名古屋市立小中学校長会会長 

松浦 和彦 名古屋市立高等学校長会会長 

長  典俊 株式会社朝日新聞名古屋本社代表 

龍村  穣 株式会社伊勢新聞社名古屋支社支社長 

小島 義弘 株式会社岐阜新聞社取締役名古屋支社長 

鈴木 博之 一般社団法人共同通信社名古屋支社長 

内田  優 東海テレビ放送株式会社代表取締役社長 

林  尚樹 株式会社ＣＢＣテレビ代表取締役社長 

高橋 正光 株式会社時事通信社名古屋支社支社長 

小松 伸生 中京テレビ放送株式会社代表取締役社長 

大島 宇一郎 株式会社中日新聞社代表取締役社長 

恒成 秀洋 株式会社中部経済新聞社代表取締役社長 

宮本 明彦 テレビ愛知株式会社代表取締役社長 

横井 正彦 名古屋テレビ放送株式会社代表取締役社長 

嶋崎  直 株式会社日刊工業新聞社名古屋支社執行役員名古屋支社長

新井  裕 株式会社日本経済新聞社名古屋支社常務執行役員名古屋支社代表

島田 敏男 日本放送協会名古屋放送局名古屋放送局長 

本多  亮 株式会社東愛知新聞社代表取締役   

若菜 英晴 株式会社毎日新聞社中部本社執行役員中部代表 

依田 裕彦 株式会社読売新聞東京本社執行役員中部支社長 

大石 菊弘 スターキャット・ケーブルネットワーク株式会社代表取締役社長

 

  


